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核
兵
器
廃
絶
と
平
和
を
訴
う
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ばらとヨーグルトと世界遺産を有する東欧の国

　　　

―
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市
の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
ー

神様がくれた国･ブルガリア
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第
１
回
・

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原
爆
展

」

８月１日～３１日

「
被
爆
者
の
証
言

」
に
驚
き
と
涙
し
た
参
加
者

カザンラック市の第1回・ 「ヒロシマ・ナガサキ原爆展」の開会あいさつを
するダミャノフ市長（2006年8月1日、カザンラック市・アートギャラリーで）

ブルガリア

地元のテレビや新聞などでも大きく報道

地
球
か
ら
１
日
で
も
早
く
核
兵
器
を
な
く
し
て

 
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ

リ
ア
協
会
は

、
カ
ザ
ン

ラ

ッ
ク
市
で
第
１
回
・

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
原
爆
展

」
（
主
催
＝

ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ

ア
協
会

、
カ
ザ
ン
ラ

ッ

ク
市

）
を
開
く
た
め

、

第
２
次
・

「
ブ
ル
ガ
リ

ア
訪
問
団

」
（
団
長
＝

今
村
功
・
常
任
理
事

、

３
人

）
を
７
月
２
９
日

（
土

）
か
ら
ブ
ル
ガ
リ

ア
に
派
遣
し
た

。

第 ２ 次 ・ 訪 問 団 を 派 遣
し オ ー プ ニ ン グ に 参 加

の
意
を
述
べ

、
地
球
上

か
ら
核
兵
器
を
な
く
す

た
め
に
原
爆
展
の
開
催

は
大
き
な
意
義
が
あ
る

ダミャノフ市長と約束した原爆展の開催に感謝する今村団長

　
次
い
で

、
同
団
長

は
広
島
市
の
秋
葉
忠

利
市
長
か
ら
預
か

っ

た
メ

ッ
セ
ー

ジ

「
２

０
２
０
年
ま
で
に
地

球
上
か
ら
核
兵
器
を

廃
絶
す
る
運
動
に
連

帯
を

」
と
の
内
容
を

紹
介
し
た

。

協会から贈った原
爆資料館の図録

 
第
２
次
・

「
ブ
ル
ガ

リ
ア
訪
問
団

」
は

、
８

月
９
日

（
水

)

ま
で
同

国
に
滞
在
し
た

。
中
で

も

、
８
月
１
日

（
火

）

か
ら
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市

の
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で
開
か
れ
た
第
１
回
・

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ

原
爆
展
で
は

、
被
爆
写

真
を
展
示
す
る
と
と
も

に

「
被
爆
者
の
証
言

」

（
佐
々
木
愛
子
理
事

）

も
行
い

、
大
き
な
反
響

を
呼
ん
だ

。

 
同
原
爆
展
の
オ
ー

プ

ニ
ン
グ
で

、
ダ
ミ
ャ
ノ

フ
市
長
は

、
広
島
市
と

ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ

ア
協
会
の
協
力
に
感
謝

来館者は １ か月間で延べ約 ８ ０ ０ 人

ダ
ミ

ャ
ノ

フ

市

長

２０２０年までに核兵器廃絶を 今村団長

会場のアートギャラリー⇒

　
こ
れ
に
先
立
ち

、
在

ブ
ル
ガ
リ
ア
日
本
国
大

使
館
の
横
山
佳
孝
参
事

官
が
あ
い
さ
つ

。

「
日

本
が
今
後
も
平
和
憲
法

を
遵
守
す
る
と
と
も
に

　
会
長
夫
人
の

海
生
郁
子
さ
ん

は
直
人
会
長
の

「
ヒ
ロ
シ
マ
と

の
さ
ら
な
る
平

和
の
連
帯
を

」

と
の
メ

ッ
セ
ー

ジ
を
代
読

。

　
被
爆
者
の
佐

す
る
国

の
姿
勢

を
披
瀝

し
た

。

　
一
方

、
ダ
ミ
ャ
ノ
フ

市
長
か
ら
は

、
同
市
の

記
念
盾
や
世
界
遺
産
・

ト
ラ
キ
ア
人
墓
の
天
井

壁
画
が
画
か
れ
た
絵
皿

　
第
1
回
・
原
爆
展
の

オ
ー

プ
ニ
ン
グ
に
は

、

テ
レ
ビ
や
新
聞
な
ど
マ

海生さん

は

、
１
０
歳
の
時
に
原

爆
の
被
害
を
受
け
た
被

爆
者
の
苦
悩
を
証
言
し

「
１
日
で
も
早
く
地
球

々
木
愛
子
理
事

上
か
ら

核
兵
器

が
全
廃

さ
れ
る

佐々木さん

こ
と
を
願

っ
て
い
る

」

と
結
ん
だ

。

　
ま
た
席
上

、
協
会
側

か
ら
広
島
平
和
記
念
資

料
館
の
展
示
品
の
図
録

を
同
市
に
贈
呈
し
た

。

横山参事官

、
ロ
ー

ズ
リ
ボ
ン
や
同

市
紹
介
冊
子
な
ど
が
贈

ら
れ

、
今
後
の
平
和
・

友
好
・
交
流
の
活
発
化

に

、
大
き
な
期
待
を
寄

せ
た

。

　
こ
の
模

様
は

、
テ

レ
ビ
や
新

聞
で
全
国

ス
コ
ミ
界
や
市

民
な
ど
約
6
0

人
が
参
加
し

、

訪
問
団
メ
ン
バ

に
報
道
さ
れ
て

大
き
な
反
響
を

呼
ん
だ

。

ー

の
あ
い
さ
つ

な
ど
に

、
真
剣

に
耳
を
傾
け
て

い
た

。

　
と
く
に
佐
々

木
理
事
の
被
爆

体
験
を
語
る
間

は

、
顎
や
口
に

手
を
り

、
考
え

深
そ
う
に
聞
き

入

っ
て
い
た

。

、
非
核
三
原
則
を
堅
持

し
て
核
兵
器
の
廃
絶
に

向
け
て
全
力
で
取
り
組

む

」
と
平
和
構
築
に
対

、
と
核
兵
器
の
廃
絶
と

平
和
構
築
の
重
要
さ
を

訴
え
た

。

　
今
村
団
長
は

、
昨
年

の
８
・
６
に
広
島
市
で

ダ
ミ
ャ
ノ
フ
市
長
と
約

束
し
た

「
カ
ザ
ン
ラ

ッ

ク
市
で
の
原
爆
展
の
開

催

」
が

、
広
島
市
や
広

島
平
和
記
念
資
料
館
な

ど

、
　
多
く
の
関
係
者

の
協
力
で

、
１
年
後
に

実
現
し
た
こ
と
に
感
謝

す
る
と
あ
い
さ
つ

。

オ ー プ ニ ン グ に 集 ま っ た 多 く の 来 館 者
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お気軽にご連絡ください。全車無線対応です。

中国タクシー株式会社 ℡　０１２０－８８７０４０

販促の企画からパッケージの制作まで

㈲　巴　紙　工
広島市安佐南区　０８２－８７４－３１７５ 「ブルガリア語教室」

広島市中区   ０８２－５４１－３７７７

場所：（財）ひろしま国際センター

カザンラック市を再訪し、原爆展の開催を推進

市
長
や
館
長
の
協
力
で
成
功

　

来
　
場
　
者
　
の
　
コ
　
メ
　
ン
　
ト

　

ブルガリアの女性による

講師：リュボフさん

ダミャノフ市長と最後の原爆展打合わせ

被爆して死んだ子どもが可哀想

ヴェセラ・ゲオルギエヴァさん　（１１）
　　　　　　　　　　　　　　小学校4年生

　展示会場を回ってみて、原爆が落とされた後の
家がなくなった広島の町や、苦しんでいる被爆者
の写真を見て、心が苦しくなった。被爆して死んで
いった子どもたちが可哀想でならない。
　原爆がこんなに恐ろしいものとかということを初め
て知り、恐ろしくなった。原爆は建物だけではなく、
人の健康や心も壊していく。このような悲しいことが
再び起こらないように、世界から核兵器をなくして
ほしい。

核兵器の脅威を知ってほしい

ディヤン・ジェリアズコフさん　（31）
　　　　　　　　　　私塾・英語教師

　被爆者から初めて原爆による被害状況を聞い
て、大変驚いた。さらに、原爆の恐ろしさを世界
の一人でも多くの人に伝えて核兵器をなくしてい
こう、という活動をしている佐々木さんの生き方に
大いに感動した。
　原爆投下のことはテレビで見たことがあるが、被
爆者の口から直接、話を聞いて新たな角度から
戦争を考えることができた。戦争、核兵器は絶対
にいけない。友だちや生徒にも原爆展を見に来
るように呼び掛けたい。

テンチ・ツォロヴァさん　（55）
　　　　　　　　　　　　　　主婦

平和の大切さを訴える話に共感

　1945年に小学校5年生だった佐々木禎子さん
が被爆したために若くして亡くなったことは、子ど
もの時に勉強したことがある。
　今日、佐々木さんの被爆体験を聞き、つらくて
心が痛む。戦争・核兵器が如何に恐ろしいことか
を実感した。戦争・核兵器はいけないと言うだけ
ではなく、平和の大切さを訴える話に共感した。
戦争は悪で、大嫌いだ。戦争で一番の犠牲者
が、いつも女性と子どもだからだ。

　佐々木さんは自分の悲しい過去、経験をよく思い
出して話してくれた、と感動した。
　物理学を学んだ者として、核兵器の放射能が人
間に如何に悪影響を与えるかを知っている。核兵
器は絶対に廃絶しなければならない。
　佐々木さんの話の時間を午後6時からにして、
もっと多くの若い人に被爆のことを聞いてほしかっ
た。平和の天使としてブルガリアに来られた佐々木
さんには、長生きしてもらいたい。

佐々木さんは平和の天使だ

ステファン・パプチェフさん　（53）
　　　　　　　　物理学者・元大学教

さ ら に 国際貢献 、 平和交流 な ど を 活発化

通 訳 の 方 と と も に 記 念 撮 影

成功させたカザンラック市での第1回・「ヒロシマ・ナガサキ原爆展」

　
第
２
次
・

「
訪
問

団

」
の
今
村
団
長
ら

一
行
は
7
月
3
0
日

カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市
役

所
に
ダ
ミ
ャ
ノ
フ
市

長
を
訪
問
し

、
ヒ
ロ

シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
原

爆
展
開
催
の
最
後
の

打
合
わ
せ
を
し
た

。

　
同
市
長
は

、
原
爆

展
を
8
月
１
日
か
ら

向
こ
う
1
か
月
間

、

カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
・
ア

ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

で

開
催
す
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し

、

「
具
体

的
な
展
示
方
法
な
ど

に
つ
い
て
は
現
地
に

ス
タ

ッ
フ
を
待
た
せ

て
い
る
の
で

、
現
場

で
詰
め
て
下
さ
い

」

と
話
し
た

。

 
訪
問
団
の
一
行
は

直
ち
に
ア
ー

ト
ギ
ャ

ラ
リ
ー

を
訪
れ
て
見

る
と

、
す
で
に
原
爆

展
ポ
ス
タ
ー

が
展
示

さ
れ
て
い
た

。

　
こ
れ
に
加
え
て

、

折
り
鶴
や
資
料
を
置

く
テ
ー

ブ
ル
を
用
意

し
て
も
ら

っ
た

。

 
8
月
1
日
の

オ
ー

プ
ニ
ン
グ

に
は
約
6
0
人

の
来
館
者
が
詰

め
掛
け

、
原
爆

写
真
を
食
い
入

る
よ
う
に
見
た

り
写
真
を
撮

っ

て
い
た

。
初
め

て
見
る
原
子
爆

弾
の
威
力
や
脅

威

、
悲
惨
さ
な

ど
に

、
思
わ
ず

口
を
押
さ
え
て

驚
愕
す
る
姿
が

あ
ち
こ
ち
に
見

ら
れ
た

。

　
翌
8
月
2
日
に
は

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ

キ
の
原
爆

」
ポ
ス
タ
ー

「
貞

子

と

折

り

鶴

」
の

ポ

ス

タ
ー

写
真
を
熱
心
に
見
る
来
館
者

被爆者の証言に大きな反響

　来春から毎月、第2木曜夜と第3日曜昼

、
原
爆
展
の
会
場
で

被
爆
者
の
佐
々
木
理

事
が

「
被
爆
者
の
証

言

」
を
語

っ
た

。

　
設
定
さ
れ
た
時
間

が
昼
間
と
あ

っ
て

、

来
館
者
は
約
2
0
人

で
あ

っ
た
が

、
反
響

は
大
き
く

、

「
核
兵

器
廃
絶
･
恒
久
平
和

の
構
築

」
を
望
む
声

が
高
ま

っ
て
い
た

。

被爆当時の写真を食い入るように見る来館者
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第
２
次
・

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団

」
の
軌
跡

成田空港で乗 り 継 ぎ 広 島 空 港 ７ ： ０ ０ 発

ドイツのフランクフルトへ

フランクフル トで乗り継ぎ

ブルガリア共和国・首都ソフィアのヴラジデブナ国際空港２３：００着

7
月
2
9
日

（
土

）

7
月
3
0
日

（
日

）

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
ホ
テ
ル
に
到
着

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
ホ
テ
ル

在
ブ
ル
ガ
リ
ア
日
本

国
大
使
館
の
山
岸
書

記
官
と
打
合
わ
せ

出発前にホテルの前で現地スタッフと

カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市

エニョ・ボンチェフローズオイル蒸留所

昔のローズオイル蒸留機

５０年前のローズ
オイル収納ビン

工 場 の 近 く で 家 庭 料 理 を

7
月
3
1
日

(

月

)

城 跡 が 残 る ツ ァ レ ヴ ェ ッ ツ 古 城 前

ツァレヴェッツ古城が望めるレルトラン

ヴェリコ・タルノヴォ大学で日本語教師派遣についてイヴァン学長と意見交換

ヴェ リコ ・ タルノヴォ大学

EU新加盟のブルガリアとの友情を深めて

みんなで推進 し よ う ！！ 平和 ・ 文化 ・ 教 育 ・ 福 祉 ・ 経 済交流 を

第1次・訪問団のホームスティ先・ナデイアさん家族と グ ラ ン ド ホ テ ルで エ ミ リ ア さ ん ら と

ヴ

ェ
リ
コ
・
タ
ル
ノ
ヴ
ォ
市

ｶｻﾞﾝﾗｯｸ

ｳﾞｪﾘｺ･ﾀﾙﾉｳﾞｫ
首都･ｿﾌｨｱ

旧 商 店 街

ﾘﾗ
ﾌﾟﾛﾌﾞﾃﾞｨﾌ

広
島
市

ド
イ
ツ

ブ
ル
ガ
リ
ア

首
都
･
ソ
フ
ィ
ア
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編集後記

お薬から訪問介護、デイサービスまでお任せを

訪問介護、福祉用具貸与、デイサービス寺小屋チャオ、ひとみ薬局

（有）ヤマオコーポレーション

広島市南区翠　０８２－２５０－９８０５

ご支援金は、下記、振込みへ
　　　郵便振込　０１３４０－５－８３９２４　ひろしま・ブルガリア協会

の
軌
跡
を
紹
介
し
ま
す

。
紙
面
の
都

合
で

、
足
跡
の
主
な
と
こ
ろ
だ
け
し

か
掲
載
で
き
な
い
こ
と
は
ご
了
承
く

だ
さ
い
▼
ま
ず
１

、
２
面
で

「
原
爆

展

」
の
模
様
を
紹
介
し
ま
し
た

。
当

時
の
写
真
を
見
る
だ
け
で

、
カ
ザ
ン

ラ

ッ
ク
市
の
市
民
の
間
に

、
大
き
な

反
響
を
呼
ん
だ
こ
と
が
伺
わ
れ
ま
す

▼
当
初

、
主
催
は
当
協
会
と
カ
ザ
ン

ラ

ッ
ク
・
ア
ー

ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

と
い

う
連
絡
が
あ
り
ま
し
た

。
だ
が
同
市

に
着
い
て
み
る
と

、
現
地
主
催
者
が

同
ギ
ャ
ラ
リ
ー

か
ら
カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク

市
に
”
格
上
げ
”
変
更
さ
れ

、
ギ
ャ

ラ
リ
ー

は
広
島
平
和
記
念
資
料
館
と

と
も
に

「
協
力

」
と
な
り

、
在
ブ
ル

ガ
リ
ア
日
本
国
大
使
館
が

「
後
援

」

と
な

っ
て
い
ま
し
た

。
い
わ
ゆ
る
原

爆
展
の
重
要
さ
が

、
同
市
で
一
段
と

認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か

っ
た

の
で
す
▼
同
展
に
対
す
る
感
想
も
載

せ
ま
し
た

。
い
ず
れ
も
新
鮮
な
驚
き

と

、
核
兵
器
に
対
す
る
怒
り

、
ヒ
ロ

シ
マ

（
被
爆
者
と
県
・
市
民

）
の
使

命
な
ど
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ

、
感
銘

し
ま
し
た
▼
３

、
4
面
で
は

、
訪
問

団
の
軌
跡
を
写
真
で
追

っ
て
み
ま
し

た

。
ラ
イ
オ
ン
が
歩
い
て
い
る
よ
う

な
ブ
ル
ガ
リ
ア
の
国
内
を

、
ど
の
よ

う
な
ル
ー

ト
で
訪
問
し
た
か
が

、
明

確
に
分
か
る
よ
う
に
し
て
み
ま
し
た

▼
特
に
旧
第
2
ブ
ル
ガ
リ
ア
帝
国
の

帝
都
・
ヴ

ェ
リ
コ
･
タ
ル
ノ
ヴ
ォ
市

の
自
然
と
町
の
美
し
さ

、
ブ
ル
ガ
リ

ア
第
2
の
都
市
・
プ
ロ
ブ
デ
ィ
フ
市

の
ロ
ー

マ
時
代
の
円
形
劇
場
跡
の
見

事
さ

、
バ
ル
カ
ン
半
島
一
美
し
い
と

い
わ
れ
る
ア
レ
ク
サ
ン
ダ
ル
・
ネ
フ

ス
キ
ー

寺
院

、
バ
チ
コ
ヴ
ォ
僧
院

、

世
界
遺
産
の
リ
ラ
の
僧
院

、
ボ
ヤ
ナ

教
会
な
ど
の
荘
厳
さ
な
ど
を
堪
能
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
・
・
・
と
思

っ
て

い
ま
す

。

（
爽

）

薬剤師募集中

　
ひ
ろ
し
ま
・
ブ
ル
ガ
リ

ア
協
会
の
歴
史
に
残
る
カ

ザ
ン
ラ
ッ

ク
市
で
の
第
1

回
・
「

ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ

サ
キ
原
爆
展
」

を
開
催
し

て
早
や
、

3
か
月
が
経
過

し
ま
し
た
▼
通
算
第
８
号

の
今
回
は
、

同
原
爆
展
を

開
催
し
て
き
た
第
２
次
・

「

ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
門
団
」

第 次 訪問団 ィ先 家族

独立戦争でオスマントルコと戦ったシプカ峠の碑

8
月
1
日

（
火

）
原爆展オープニングで市記念の盾をもらう

8
月
3
日

（
木

）

ローマ時代の円形劇場跡

ガイーダを吹く少年の家族

涼風が吹 く 滝の あ る レ ス ト ラン

8
月
5
日

（
土

）

バ ル カ ン 半 島 で 一 番 美 し い と い わ れ
ているアレクサンダル ・ネフスキー寺院

世
界
遺
産
・
ボ
ヤ
ナ
教
会

世 界 遺 産 ・ リ ラ の 僧 院

マルコフ社長宅でさよならパーティー

8
月
4
日

（
金

）

リ ラの僧院に次ぐバチコヴォ僧院

8
月
2
日

（
火

）

ヴ ェ リ コ ･ タ ル ノ ヴ ォ の町

プ ロ ブ デ ィ フ 市

バァチコヴォ

首
都
･
ソ
フ
ィ
ア
市

リ
ラ

カ
ザ
ン
ラ

ッ
ク
市

ボ
ヤ
ナ

親鳥と同じ大きさに育ったコウノトリの雛

第
２
次
・

「
ブ
ル
ガ
リ
ア
訪
問
団

」
の
軌
跡

シ ロ カ ル カ 村

反響を呼んだ佐々木理事による「被爆者の証言」

ﾎﾞﾔﾅ

ﾘﾗ
ﾊﾞﾁｺｳﾞｫ

ｼﾛｶﾙｶ

首都･ｿﾌｨｱ

ﾌﾟﾛﾌﾞﾃﾞｨﾌ

ｶｻﾞﾝﾗｯｸ


